
能登半島地震の教え
ー医療と福祉の視点からー

大田区健康医療政策課 災害・地域医療担当 ☎️ 03-5744-1264

●電車
・JR京浜東北線 大森駅西口から
徒歩約16分

・東急池上線 池上駅から徒歩約23分

●バス
・JR京浜東北線 大森駅西口から東急バ
ス“池上方面”行で「大田文化の森」下
車徒歩1分

・東急池上線 池上駅から東急バス“大
森方面”行で「大田文化の森」下車徒
歩1分

進行・総括
大田区災害医療コーディネーター

      大田病院

松本 賢芳 氏

お申込みはこちらから

●講演② 是枝 大輔 氏

京都大学大学院医学研究科
附属ヘルスセキュリティセンター
健康危機管理多分野連携学

●講演① 小井土 雄一 氏

国立健康危機管理研究機構 危機管理・運営局
DMAT事務局 DMAT事務局長

第10回 令和８年度 大田区災害時医療フォーラム

●場所：大田区文化の森ホール
（大田区中央2 - 1 0 - 1）

●時間：９月１２日（土）
14：30～17：00

 （開場14：00）

●災害時の医療体制について
（大田区 健康政策部 災害・地域医療担当課長）

●地震！家族が！その時、あなたはどうする？

（東京消防庁 蒲田消防署 警防課 救急係）

●講演③ 田口 茂正 氏

さいたま赤十字病院 高度救命救急センター長
院長補佐 第一救急部長 兼 集中治療部長

・定員１００名

・事前申込制

・手話通訳・ヒヤ
リングループ・
要約筆記 用意
あり

第二部 15：45～17：00

第一部 14：30～15：35

能登半島地震から得られた教訓を踏まえ、能登

の経験と大田区の災害時医療体制の取り組みを

あわせて共有します。特に医療・福祉の備えに

ついて参加者の皆さまとともに考えます。
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